




























































































































































表1 NHK全国学校音楽 コンクールへの参加率 (H21年度)
都道府県名 小学校 中学校 高等学校 全体
北 海 道 40(2) 3.1 68 9.9 39 12,4 147(2) 6.4
青 森 25 7.1 △5 23(2) 13.3 7 8,0 55(2) 8.9
岩 手 12 2.9 27 13.8 4(1) 4.6 43(1) 6.2
山 形 6 1,8 20(4) 15.6 4 5.9 30(4) 5.6
福 島 150(36日 28.3 △2 146(6) 59.3 △1 7 6.1 303(42) 34.0 △2
茨 城 ll 1.9 24 9.8 8 5.9 43 4.5
栃 木 8 2.0 24(1) 13.4 2 2.5 ▼5 34(1) 5.1.
群 馬 15 4.4 7 3.9 ▼5 9 ll.1 31 5.7
埼 玉 24 2.8 【 47(1) 10.5 8 3.9 79(1) 5.3
千 葉 53(1) 6.2 41(2) 10.1 ll 5.8 105(3) 7.2
東 京 44(1) 3.2 88 10.8 5こし ll.6 183(1) 7.0
神 奈 川 21 2.3 46 9.6 19 8.0 86 5.3
新 潟 15(9) 2.7 46(6) 18.6 △3 15 13.9 ∠ゝ4 76(15) 8.4
石 川 4 1.7 4 3.8 ▼4 5 7.9 13 3.2
福 井 3 1.4 14 16.5 4 10.3 21 6.3
山 梨 4(2) 1.9 18 17.5 △5 ll 24.4 33(2) 9.1
長 野 142(9) 35.9 △1 75(2) 37.1 △2 26(1) 24.1 △1 243(12) 34.5 △1
岐 阜 5 1,3 ▼4 32 15.9 1 1.2 ▼2 38 5.7
静 岡 7 1.3 ▼4 20 6.8 3 2.1 ▼4 30 3∴し ▼5
愛 知 30 3.0 67 15.3 19 8.6 116 7.0
三 重 2 0.5 ▼1 13 7‥l 4 5.1 19 2.7 ▼3.
滋 賀 3(1) 1.3 ▼4 5(3) 4.7 4 6.9 12(4日 3.0
京 都 ll(1) 2.5 12 5.9 3 2.9 26(1) 3.4
兵 庫 13(1) 1.6 26(1) 6.5 17(2) 7.8 56(4) 3.9l
奈 良 5(3) 2.2 ll(1) 9.2 10 18.9 △2 26(4) 6.6
和 歌 山 5(1) 1.7 6 4.2 6(2) ll.1 17(3) 3.5
鳥 取 6(2) 4.0 9(1) 13.8 3(2) 9.7 18(5) 7.3
島 根 ll 4.3 15 13.9 7 14.3 33 8.0
岡 山 5 1.2 ▼3 5 2.9 ▼1 6 6.6 16 2.3 ▼1
広 島 21 3.6 9 3.2 ▼2 8(1) 5.9 38(1) 3.8
山 口 7 2.0 9 5.0 4 4,4 20 3.2弓
徳 島 12(12) 4,5 10 10.4 4 9.5 26(12) 6.4
香 川 ll 5.6 16 18.6 8 18.6 △3 35 10.7 △4
愛 媛 46 13.1 ∠ゝ3 16 ll.1 8 ll.3 70 12.3 △3
高 知 8(1) 2.9 6(1) 4.3 3 6.1 17(2) 3.7
福 岡 ll 1.4 30 7.9 9 5.4 50 3.8
佐 賀 2 1.1 ▼2 19(2) 18.4 △4 3(I) 6.8 24(3) 7.1
長 崎 9 2.2 16 7.6 3 3.6 28 4ー0
熊 本 18 4.1 21 10.9 4 4.7 43 6.0
大 分 5 1.5 ll 7.7 3 4.7 19 3.5
宮 崎 22 8.2 △4 24(1) 16.3 2 3.4 48(1) 10.1 △5
鹿 児 島 l 1.8 10 3.7 ▼3 2 2.0 ▼3 23 2.4 ▼2

























































表2 岡山市 ･倉敷市公立中学校の合唱部と吹奏楽部H.2年度 合喝 部 吹奏楽部岡山市公立中学校(全39校) 4校(10%) 33校(85%)
表3 小学校歌唱共通教材の認知
曲 目 ◎○ △ ｢×
11 うみ 35 32 かたつむり 27 1ー
34 午 日のまる 4 1 lO 23ひらいたひらいた ll 14 9 4
5｣ 旦7 2午 かくれんぽ 3 3 13 19虫の声 29 6
8 夕やけこやけ 26 7 4 1
10 茶つみ 30 2 5 I
12 ふじ山 14 6 12 6
13 4午 さくらさくら 28 7 3
14 とんび 13 2 lft 7
5 まきばの朝 7 7 24
I(ー もみじ 30 3 5
1789 5午 こいのぼり 14 4 5 l5
子もり歌 6 20 10 2
スキーの歌 3 3 4 28
20 冬げしき 6 1 7 24
21 6午 越天楽今様 5 9 23





























































































































































































































































































































































































lOinstmments｣は次の とお りである1｡ ピアノ
33.5%,バイオリン18.9%,フルート7.3%,ギター
6.3%,チェロ5.9%,クラリネット4.2%,アコー
ディオン4.0%, トランペット2.8%,パーカッショ
ン2.4%,そして第10位に声楽2.2%があり,声が楽
器として位置付けられているのが興味深い｡
4.アンサンブル (合唱)について
合唱活動は,表4のようにいくつかのアンサンブ
ル活動の一つとして位置づけられている｡合唱アン
サンブルを記載する12｡
1)カメレオン:多様なジャンルを扱い.即興演奏
やボディパーカッション,身体表現を通した新
しい表現を目指している｡カメレオンコーラス
では,3つの異なる年齢のグループのアンサン
ブル13があり,演奏会や特別なイベントでは,
グループ単独で,またはカメレオンコーラスの
両方で演奏している｡メディアにも取り上げら
れている｡
2)EMOアンサンブル :音楽を学ぶ若い学生とプ
ロの音楽家の両方から成立している室内コーラ
スである｡現代音楽の演奏の分野では有名であ
る｡指揮者パシ･ヒイオッキのもとで,フィン
ランドの各地で,国際的な合唱団として演奏活
動をしている｡エスポー音楽学校とタビオラ合
唱団は,設立の歴史を共有している｡今日では,
この2つの合唱団のコラボレーションは,合唱
曲を専門的に歌いたいと願う学生たちのために
幅のある講義の時間割を絹意している｡
5.楽器についで4
エスポー音楽学校は,楽器演奏を重要視している｡
生徒たちは,一般的に,6歳から10歳の間で楽器を
初めて習い始める｡方法は,個人またはグループの
両方ある｡学生は,12歳からリズム音楽の勉強を始
め,好きな楽器の基本的な技術を身につけていく｡
この学校では,生徒自身の才能を発達させたり,よ
り高い専門的な音楽の勉強のための技能を習得する
ことができる｡高いレベルまで到達した生徒は,普
楽大学で勉強を続けることができる｡
シラバスは,週に1回の個人レッスン,一般的な
アンサンブル,音楽史や音楽理論で成立しているO
エスポー音楽学校では,リズムトレーニング,作曲,
電子音楽,合唱などの選択学科も提供している｡能
力のある学生は,毎年春に生徒自身が選択する授業
に参加することができる｡グループのコースは一般
的に登録のみでよい｡
カリキュラムの特徴について,校長-のインタ
ビューやシステムの概要から以下の3点にまとめる
ことができる｡
①音楽を生涯学習として位置付けており,一般的な
趣味としての学習と専門的な学習について,生徒
の希望にそって,さまざまなプログラムがある｡
②オーケストラや楽器演奏を中心とした器楽教育を
音楽院の柱としている｡
③合唱教育を含むアンサンブルを大切にしており,
楽器をすることと歌うことの双方を学習すること
で,音楽全体がレベルアップしていくと考えてい
る｡
Ⅳ.まとめ
本稿では,日本の学校教育における合唱活動の在
り方について検討をおこなった｡そのために.合唱
活動の活発さを表す指標としてNHK全国学校音楽
コンクールへの参加校数の割合を採用し,都道府県
ごとの値を比較した｡その結果,合唱活動-の取り
組み方に,都道府県によって大きな差があり,合唱
の活発な地域とそうでない地域が2極化しているこ
とが分かった｡岡山県の合唱活動は,その中でも非
常に低調なグループに属することが分かった｡その
原因として,学校教育の中で,歌唱教育に力が注が
れていないこと,部活動に置いて吹奏楽部の活発さ
に比較して合唱部が低調というアンバランスな状態
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であることが考えられた｡次に,このような状況を
改善するための手掛かりとして,フィンランドの音
楽教育の形態およびカリキュラムを概観 し,エス
ポー音楽学校での視察を通して,フィンランドにお
ける音楽教育や合唱教育の在り方を考察した｡その
結果,フィンランドの音楽教育が生涯教育を目的と
し,国民一人一人が主体的に活動に取 り組めるよう
な多様な音楽教育機関と幅広いカリキュラムが用意
されていること,演奏家と聴衆の両方を育てること
を目的としていることがわかった｡また,エスポー
音楽学校では,器楽の個別指導,ソルフェージュ.
アンサンブルの3つの科目を主体として学習されて
いること,器楽教育を重要視している一方,合唱を
アンサンブル活動の一つとして大切にしているこ
と,音楽教育全体の質を高めるために,楽器と歌唱
の両方を生徒たちに学習させるカリキュラムである
ことも明らかになった｡
日本の学校教育における合唱活動を充実させるた
めに,日本の学校教育のシステムの中で必要と考え
られる次の2点を捷案したい｡
(1)器楽教育と合唱教育のバランスがとれた音楽
活動を行うこと
(2)音楽授業内容について,音楽教育全体の質を
高めるために,バランスのとれた分野を学習
させ,発声や読譜力など基礎的な力を育てる
内容を段階的に組みいれること
注
1)斎藤忠彦,学校教育現場の声をもとに再考する
教員養成大学音楽カリキュラム,日本音楽教育
学会第35回大会研究発表資料より (2004年11月
13日)｡
2)戸ノ下達也 ･横山琢哉編著,『日本の合唱史』,
青弓杜 2011,p.157,
3)TimoKlemettinen,Musiceducationin
Finland,FMQ,3/2006,p.6-7.
4)TimoKlemetinen,Basicmusiceducationin
Finland,FMq,3/2006,p8-9.
5)概要の記載にあたっては,合唱指揮者松原千振
氏へのインタビュー,FM(〕(FinlandMusic
Quality2006),htp:/www.musikinopetus.fi/
fi/jarJeStelmaを参照｡
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opetussuunnitelmanperusteet2005,htp:/
www･oph.fi/download/123012taideyl_ops.
pdf,p5･
7)JussiKainulainen,Vocationalmusic
educationinFinland,FMq,3/2006,p.40.
8)MariKoppinen,Thelandofmusicplayschool,
FMq,3/2006,pll.
9)Espoonmusikkiopistoのパンフレットp.2か
ら要約したものを記載｡
10)Espoonmusikkiopistoopetussuunnitelma
1.1.2011htp:/www.emo.負/easydata/customers/
espoo/files/arkisto/ops_8.12.pdf,p.14.
ll)TimoKlemetinen,Basicmusiceducationin
FinlandFORALL,FMq,3/2006,p9.
12)Espoonmusikkiopistoのパンフレットp.15か
ら要約したものを記載｡
13)TheChameleonchoirs(Hepul)6-8years,The
Chameleonchoirs(Vilske)9-llyears,The
Chameleonchoirs(Sekamelska-Choir)12
yearsoldchildren.
14)Espoonmusikkiopistoのパンフレットp.9よ
り抜粋｡
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